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1 はじめに
近年、撮影位置や撮影者などの情報をもつ膨大な写

真データに基づいて、観光支援システムを構築する研

究が注目されている [1]。一般に、人々が観光計画を立

てる際、撮影スポットのような魅力的な地域の情報だ

けでなく、食文化や名物を含むグルメ情報も重要であ

ることが多い。また、対象とする地域の大きさによっ

て人気グルメ情報は変化することが考えられる。

　本研究では、撮影位置と撮影者の情報をもつ膨大な

写真データと、位置と料理ジャンルの情報をもつ膨大

なレストランデータから、階層的な主要撮影地域とそ

こにおける人気グルメのジャンルを抽出し、可視化す

る手法を提案する。

2 提案法
2.1 階層的な主要撮影地域の可視化

Crandallら [1]の手法にしたがって、位置情報を用い

て写真データをクラスタリングすることにより、主要

撮影地域を抽出する。写真 nの地理的位置を xn, (n =

1, · · · ,N)とする。{xn}に対して可変バンド幅mean-shift

法 [2] を適用し、そのクラスタリング結果を {C1
k}とす

る。各C1
kを第 1階層の主要撮影スポットと呼ぶ。次に、

各C1
kに対して可変バンド幅mean-shift法を適用し、第

2階層の主要撮影スポットを抽出する。この操作を繰

り返して、階層的に主要撮影スポットを抽出する。

図 1:主要撮影地域の階層的可視化

第 d階層の主要撮影地域群を {Cd
k}とする。各 Cd

k に

対して、そこに含まれる写真の位置データ {xn}を主成
分分析して、第 1主成分方向と第 2主成分方向を計算

し、それらに平行な辺をもつ長方形のうちCd
k を含む最

小のものRd
kを求める。Rd

kを、第 d階層の主要撮影地域
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と呼ぶ。階層ごとに各Rd
k を地図上に配置することによ

り、主要撮影地域を階層的に可視化する（図 1参照）。

2.2 レストラン数分布の可視化

各主要撮影地域 Rd
k に対して、その中に含まれるレ

ストランの店舗数を高さとする直方体を地図上に配置

することにより、主要撮影地域ごとのレストラン数の

分布を可視化する。このような直方体をベースと呼ぶ。

図 2は、地図上に複数のベースを配置した例である。

この分布から、レストランが密集する主要撮影地域の

場所と、地域間のレストラン数に関する相対的な違い

を把握することができる。

図 2:レストラン数分布の可視化

2.3 グルメジャンルの人気度の可視化

主要撮影地域における食文化や名物の検出やそれらの

比較を容易にすることを目指して、各主要撮影地域 Rd
k

の人気グルメのジャンルを可視化することを考える。料

理ジャンル全体の集合をGとし、各料理ジャンル g ∈ G

に対して、Rd
k における gをもつレストランの総数を

yg(Rd
k)とし、全国の料理ジャンル gをもつレストラン

の総数を Ygとする。また、Rd
k におけるレストランの

総数を y(Rd
k)とし、全国のレストラン総数を Yとする。

このとき、主要撮影地域Rd
kの料理ジャンル gについて

の人気度 Pg(Rd
k)を、

Pg(Rd
k) =

yg(Rd
k)

y(Rd
k)

/
Yg

Y

で定義する。Pg(Rd
k)が高いほど、Rd

kにおいて、料理ジャ

ンル gの人気が高いことを示す。ここで、各Rd
kごとに、

どの料理ジャンル gがどの程度の高い人気を得るかにつ

いて可視化を行うため、料理ジャンル gごとの Pg(Rd
k)

を高さとする円柱をRd
k に対応するベース上に配置する

ことにより、主要撮影地域ごとの料理ジャンル人気度

の分布を図 3のように可視化する。本稿では、この円

柱をファイバーと呼ぶ。ただし、ファイバーは、Rd
k ご

とに Pg(Rd
k)の Top5のみを可視化する。
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図 3:グルメジャンルの人気度の可視化

3 実験
3.1 実験データ

写真共有サイト Flickrから 2010年度に撮影された日

本の位置情報付き写真 162,933枚を収集し、また、グ

ルメクチコミサイト、食べログから、423,711店舗の位

置情報、ならびに料理ジャンル情報を収集した。食べ

ログの料理ジャンルは、図 3左側の 15分類を用いた。

3.2 比較法

各地方では、一般的な人気レストランよりもご当地

の名物、名産物や特産物を扱う店舗が多い傾向がある

と考えられるため、各ジャンル gのレストラン数 yg(Rd
k)

を比較法として用いる。

3.3 実験結果

階層的に主要撮影地域を抽出したところ、最も深い

最下層は d = 16となった。また、最下層 d = 16にお

いて、432の主要撮影地域が得られた。

(a)比較法 (b)提案法

図 4:主要撮影地域範囲の抽出

日本地図上に主要撮影地域を可視化する際、主要撮

影地域に含まれる写真データの緯度・経度情報に基づ

いて、単純に西南の端、北東の端を対角線とする長方

形として可視化した場合を図 4(a)、主成分分析を用い

て求めたRd
kを可視化した場合を図 4(b)に示す。図 4(b)

中、特に、丸で示す部分においては、図 4(b)における

Rd
k の形状が明確さを増していることが分かる。

次に、抽出された階層 d = 1における各主要撮影地

域を対象として、比較法によるベースとファイバーを

可視化した結果を図 5(a)、提案法によるベースとファ

イバーを可視化した結果を図 5(b)に示す。比較法では、

日本で最もレストランが多いと考えられる関東のベー

(a)比較法 (b)提案法

図 5:人気グルメジャンル可視化

図 6:提案法による人気グルメ可視化

スが尤もらしく高い傾向を示しているが、人気のある

グルメジャンルはどの地域でも同じく一般的な人気を

得る居酒屋が突出し、各地の独特のグルメジャンルが

得られてないことがわかる。一方、提案法では、例えば

九州地方で、旅館で食べる食事に人気があるなど、地

域独特の特徴が視認できることがわかる。

また、図 6は、関西地域を抜粋して階層 d = 3を可視

化した例である。極めて高いファイバーに着目し、食

べログの料理ジャンルにおける詳細な 206種類を用い

て各特長を調べた。例えば、和歌山ではクジラ料理や

魚介類を生かしたトルコ料理が上位を占めた。このよ

うに、地域独特の特徴を捉えていることから、地域全

体を俯瞰して地域の食文化や名物が視認できる提案法

の有効性が示唆される。

4 まとめ
本研究では、観光支援に向けて食事という観点から、

写真データとレストランデータという２つのソーシャ

ルメディアデータを統合することで、各地域独特の食

文化や名物について、全体を俯瞰し、他の地域と比較

分析できる可能性を示した。今後は、各主要撮影地域

においてシーズンによって変化する食文化や名物等を

抽出する問題に取り組む予定である。
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